
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
と

友
好
都
市
交
流
協
定
を
締
結

板
橋
区
は
、
絵
本
を
通
し
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

市
と
の
交
流
を
経
て
、
交
流
25
周
年
に
当
た

る
平
成
17
（
2
0
0
5
）
年
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

市
と
の
間
で
友
好
都
市
交
流
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
調
印
式
は
イ
タ
リ

ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
で
行
わ
れ
、
板
橋
区
か

ら
は
区
長
の
ほ
か
、
区
議
会
と
産
業
界
の
代

表
者
が
列
席
。
調
印
式
で
は
板
橋
区
長
と
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
長
が
、
長
年
に
わ
た
る
交
流
に

携
わ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
と
今
後
の
交
流
の

推
進
を
確
認
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
後
、

両
都
市
を
代
表
し
て
協
定
書
に
署
名
し
、
今

後
は
、
絵
本
を
通
じ
た
交
流
の
ほ
か
に
も
、

文
化
交
流
、
産
業
・
商
工
業
交
流
、
市
民
交

流
の
各
分
野
で
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
も
合
意
し
ま
し

た
。な

お
、
2
0
0
5
年
は
日
・
E
U
市
民
交

流
年
で
あ
り
、
こ
の
友
好
都
市
交
流
協
定
締

結
は
、「
2
0
0
5
年
日
・
E
U
市
民
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
同

年
に
開
催
し
た
板
橋
区
民
ま
つ
り
で
は
、
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
と
の
友
好
都
市
提
携
を
記
念
し

て
、
区
立
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
イ
タ
リ
ア

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
か
ら
絵
本
の

寄
贈
を
受
け
て
絵
本
館
を
開
館

区
立
美
術
館
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原

画
展
の
日
本
巡
回
展
幹
事
館
と
な
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
板
橋
区
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
の

間
で
相
互
訪
問
が
始
ま
り
、
交
流
が
深
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
５
（
1
9
9
3
）

年
か
ら
は
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
」
事

務
局
か
ら
板
橋
区
に
絵
本
が
寄
贈
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

i
n
い
た
ば
し
」
が
ス
タ
ー
ト
。
平
成
６

（
1
9
9
4
）
年
か
ら
は
、
英
語
の
絵
本
翻
訳

コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
「
い
た
ば
し
国
際
絵
本

翻
訳
大
賞
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
次
年
度
よ

り
イ
タ
リ
ア
語
部
門
も
追
加
）

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
」
事
務
局
か

ら
板
橋
区
へ
寄
贈
さ
れ
た
世
界
各
国
の
絵
本

が
80
カ
国
・
２
万
冊
以
上
と
な
り
、
平
成
16

（
2
0
0
4
）
年
９
月
、
い
た
ば
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
N
P
O
ホ
ー
ル
３
階
（
板
橋
区
本

町
24

－

１
）
に
「
い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
子

ど
も
絵
本
館
」
を
オ
ー
プ
ン
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
世
界
の
絵
本
を
中
心
に
収

蔵
・
展
示
し
て
、
訪
れ
た
方
が
自
由
に
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
絵
本
館

は
、
現
在
の
「
い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
絵
本

館
」
の
前
身
で
す
。

板
橋
区
立
美
術
館
で
開
催
し
た

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業
が
始
ま
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
56

（
1
9
8
1
）
年
に
板
橋
区
立
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
「
第
１
回
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本

原
画
展
」
で
す
。
こ
の
原
画
展
は
イ
タ
リ
ア

北
部
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
に

よ
る
展
覧
会
で
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

た
ち
の
登
竜
門
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が

あ
り
、
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
日
本
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
日
本
で
は
1
9
7
8
年
よ
り
兵

庫
県
の
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
東
で
は
板
橋
区
立
美

術
館
が
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は

絵
本
の
展
覧
会
を
美
術
館
で
開
催
す
る
こ
と

は
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同

年
に
区
立
美
術
館
で
開
催
し
た
美
術
展
の
中

で
も
動
員
数
の
多
い
展
示
と
な
り
、
成
功
を

収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
の
平
成
元
（
1
9
8
9
）

年
に
は
、
区
立
美
術
館
が
こ
の
原
画
展
の
日

本
巡
回
展
の
幹
事
館
と
な
り
、
現
在
も
継
続

し
て
い
ま
す
。

板橋区・ボローニャ市「友好都市交流協定」
締結の様子

イタリア・ボローニャ市の風景「いたばしボローニャ絵本館」の前身
「いたばしボローニャ子ども絵本館」

板橋区

魅
力
・
特
徴
の
体
現
」
の
３
つ
の
視
点
で
展

開
し
て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
が
相
互
に

作
用
し
、
刺
激
し
合
う
こ
と
で
、
相
乗
効
果

を
図
り
ま
す
。

３
つ
の
視
点
で
展
開
す
る

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業

板
橋
区
で
は
、
板
橋
区
基
本
構
想
で
掲
げ

る
将
来
像
「
未
来
を
は
ぐ
く
む
緑
と
文
化
の

か
が
や
く
ま
ち
〝
板
橋
〞」
の
実
現
に
向
け

て
「
板
橋
区
基
本
計
画
2
0
2
5
」
を
策
定

し
、
こ
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
い
た
ば
し

N
o
．
1
実
現
プ
ラ
ン
2
0
2
5
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
重
点
戦
略
の
柱
の
１
つ

で
あ
る
「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」（
板

橋
の
魅
力
が
定
住
と
交
流
を
促
す
ま
ち
）
の

展
開
と
し
て
、「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
を
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
区
立
美
術
館
に
お
け
る
イ

タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
の

開
催
や
区
立
中
央
図
書
館
の
外
国
語
絵
本
の

蔵
書
な
ど
を
活
用
し
た
絵
本
事
業
の
充
実
、

絵
本
関
連
事
業
連
携
・
総
合
発
信
、
印
刷
製

本
業
の
集
積
な
ど
、
絵
本
に
関
す
る
資
源
を

活
か
し
、
絵
本
文
化
の
さ
ら
な
る
展
開
・
発

信
を
区
全
体
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
絵
本
と
産
業
的
・
文
化
的
関
わ
り
が

深
い
板
橋
区
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
（
子
ど
も

か
ら
大
人
、
絵
本
を
つ
く
る
人
か
ら
楽
し
む

人
な
ど
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
わ
り
方
で
（
読

む
、
学
ぶ
、
創
る
、
届
け
る
な
ど
）、
絵
本

で
つ
な
が
り
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
ま
ち

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業
は
、
絵
本
文

化
を
享
受
す
る
「
利
用
者
」、
絵
本
・
絵
本

文
化
を
創
造
す
る
「
創
作
者
」、
絵
本
が
持

つ
力
を
区
政
に
活
か
す
「
区
に
よ
る
絵
本
の

 

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
と
の
交
流
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

板
橋
区
は
、
絵
本
に
か
か
わ
る
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
板
橋
区
立
美
術
館
と
、
世
界
各
国
の
絵
本
を
所

蔵
す
る
い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
絵
本
館
が
併
設
さ
れ
た
板
橋
区
立
中
央
図
書
館
が
あ
り
、
印
刷
製
本
業
が
集
積
し
て

い
る
と
い
う
区
の
独
自
性
を
活
か
し
、「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
を
区
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
展
開
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
産
業
・
観
光
振
興
や
教
育
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
絵
本
の
魅
力
を
活
か
し
た
取
組
を
進
め
、

絵
本
を
通
じ
て
交
流
と
活
動
が
生
ま
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

絵
本
で
つ
な
が
り
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」

第 1回ボローニャ国際絵本原画展

公式HP

Instagram

絵本のまち板橋

第20回
板橋区
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2



イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
と

友
好
都
市
交
流
協
定
を
締
結

板
橋
区
は
、
絵
本
を
通
し
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

市
と
の
交
流
を
経
て
、
交
流
25
周
年
に
当
た

る
平
成
17
（
2
0
0
5
）
年
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

市
と
の
間
で
友
好
都
市
交
流
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
調
印
式
は
イ
タ
リ

ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
で
行
わ
れ
、
板
橋
区
か

ら
は
区
長
の
ほ
か
、
区
議
会
と
産
業
界
の
代

表
者
が
列
席
。
調
印
式
で
は
板
橋
区
長
と
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
長
が
、
長
年
に
わ
た
る
交
流
に

携
わ
っ
た
方
々
へ
の
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の
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認
す
る
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を
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後
、

両
都
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を
代
表
し
て
協
定
書
に
署
名
し
、
今

後
は
、
絵
本
を
通
じ
た
交
流
の
ほ
か
に
も
、

文
化
交
流
、
産
業
・
商
工
業
交
流
、
市
民
交

流
の
各
分
野
で
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
も
合
意
し
ま
し

た
。な

お
、
2
0
0
5
年
は
日
・
E
U
市
民
交

流
年
で
あ
り
、
こ
の
友
好
都
市
交
流
協
定
締

結
は
、「
2
0
0
5
年
日
・
E
U
市
民
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
同

年
に
開
催
し
た
板
橋
区
民
ま
つ
り
で
は
、
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
と
の
友
好
都
市
提
携
を
記
念
し

て
、
区
立
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
イ
タ
リ
ア

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ロ
ー
ニ
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か
ら
絵
本
の

寄
贈
を
受
け
て
絵
本
館
を
開
館

区
立
美
術
館
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原

画
展
の
日
本
巡
回
展
幹
事
館
と
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っ
た
こ
と

を
き
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か
け
に
、
板
橋
区
と
ボ
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の
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で
相
互
訪
問
が
始
ま
り
、
交
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ま
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よ
う
に
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ま
し
た
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成
５
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1
9
9
3
）

年
か
ら
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「
ボ
ロ
ー
ニ
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児
童
図
書
展
」
事

務
局
か
ら
板
橋
区
に
絵
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が
寄
贈
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れ
る
よ

う
に
な
り
、「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

i
n
い
た
ば
し
」
が
ス
タ
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。
平
成
６

（
1
9
9
4
）
年
か
ら
は
、
英
語
の
絵
本
翻
訳

コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
「
い
た
ば
し
国
際
絵
本

翻
訳
大
賞
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
次
年
度
よ

り
イ
タ
リ
ア
語
部
門
も
追
加
）

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
」
事
務
局
か

ら
板
橋
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へ
寄
贈
さ
れ
た
世
界
各
国
の
絵
本

が
80
カ
国
・
２
万
冊
以
上
と
な
り
、
平
成
16

（
2
0
0
4
）
年
９
月
、
い
た
ば
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
N
P
O
ホ
ー
ル
３
階
（
板
橋
区
本

町
24

－

１
）
に
「
い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
子

ど
も
絵
本
館
」
を
オ
ー
プ
ン
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
世
界
の
絵
本
を
中
心
に
収

蔵
・
展
示
し
て
、
訪
れ
た
方
が
自
由
に
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
絵
本
館

は
、
現
在
の
「
い
た
ば
し
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ロ
ー
ニ
ャ
絵
本

館
」
の
前
身
で
す
。

板
橋
区
立
美
術
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で
開
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し
た

ボ
ロ
ー
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国
際
絵
本
原
画
展

「
絵
本
の
ま
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板
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」
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業
が
始
ま
る

き
っ
か
け
と
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っ
た
の
は
、
昭
和
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（
1
9
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に
板
橋
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立
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
「
第
１
回
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本

原
画
展
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で
す
。
こ
の
原
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は
イ
タ
リ
ア

北
部
の
古
都
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ロ
ー
ニ
ャ
で
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年
開
催
さ
れ

て
い
る
絵
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画
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入
選
作
品
に

よ
る
展
覧
会
で
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

た
ち
の
登
竜
門
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が

あ
り
、
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
日
本
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
日
本
で
は
1
9
7
8
年
よ
り
兵

庫
県
の
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
東
で
は
板
橋
区
立
美

術
館
が
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は

絵
本
の
展
覧
会
を
美
術
館
で
開
催
す
る
こ
と

は
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同

年
に
区
立
美
術
館
で
開
催
し
た
美
術
展
の
中

で
も
動
員
数
の
多
い
展
示
と
な
り
、
成
功
を

収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
の
平
成
元
（
1
9
8
9
）

年
に
は
、
区
立
美
術
館
が
こ
の
原
画
展
の
日

本
巡
回
展
の
幹
事
館
と
な
り
、
現
在
も
継
続

し
て
い
ま
す
。
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「いたばしボローニャ子ども絵本館」

板橋区
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「
お
は
な
し
会
」
で
絵
本
や

紙
芝
居
を
読
み
聞
か
せ

中
央
図
書
館
の
「
お
は
な
し
の
部
屋
」
で

は
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
３
時
30
分
か
ら

「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
運

営
は
、
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
名
称
で
登
録

し
て
い
る
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
。

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
語
の

絵
本
や
外
国
の
昔
話
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
す

る
「
外
国
語
お
は
な
し
会
」
は
毎
月
第
１
日

曜
日
（
英
語
）
と
第
３
日
曜
日
（
そ
の
ほ
か

の
言
語
）
の
午
後
２
時
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
向

け
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
行
う

「
か
る
が
も
お
は
な
し
会
」
は
毎
月
第
２
木

曜
日
と
第
４
土
曜
日
の
午
前
10
時
30
分
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
図
書
館
で
は
、
姉
妹
図
書
館

で
あ
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
立
サ
ラ
ボ
ル
サ
児
童

図
書
館
と
連
携
し
、
お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ

る
み
に
図
書
館
で
お
泊
ま
り
し
て
も
ら
う

「
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会
」
を
令
和
４
年
、

５
年
の
10
月
に
開
催
。
そ
の
様
子
を
S
N
S

で
随
時
発
信
し
ま
し
た
。

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

絵
本
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。
板
橋
区
内

の
区
立
図
書
館
で
は
、
区
内
在
学
・
在
住
の

小
学
生
と
区
立
中
学
の
中
学
生
を
対
象
と
し

た
絵
本
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
絵
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
自
分
自
身

で
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
を
作
成
し
ま

す
。小

学
生
向
け
絵
本
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
区
内
に
11
館
あ
る
区
立
図
書
館
を
会

場
に
全
３
回
。
お
は
な
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

自
由
に
描
き
ま
す
。
中
学
生
向
け
絵
本
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
中
央
図
書
館
と
区

内
製
本
会
社
を
会
場
に
全
４
回
。
絵
本
づ
く

り
の
講
義
、
原
画
・
原
稿
の
作
成
、
製
本
作

業
体
験
な
ど
、
区
内
の
印
刷
・
製
本
企
業
の

協
力
に
よ
り
本
格
的
な
絵
本
制
作
が
体
験
で

き
ま
す
。
完
成
し
た
作
品
は
、
中
央
図
書
館

で
行
う
「
い
た
ば
し
子
ど
も
絵
本
展
」
で
展

示
し
、
そ
の
後
中
央
図
書
館
の
蔵
書
と
な
り

ま
す
。

絵
本
制
作
の
専
門
家
か
ら
学
ぶ

「
夏
の
ア
ト
リ
エ
」

区
立
美
術
館
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵

本
原
画
展
が
開
催
さ
れ
る
時
期
の
恒
例
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
夏
の
ア
ト
リ
エ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
絵
本
づ
く
り
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
専
門
家
を
講
師
に
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
約
20
人
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
５
日
間
連
続
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
国
内
外
の
編
集
者
や
作
家
な
ど
多
数

の
方
を
講
師
に
招
き
、
ベ
テ
ラ
ン
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
か
ら
若
手
ま
で
、
多
様
な
受
講
者

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
人
気
の
講
座
で
、
講

師
か
ら
は
技
術
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
他
の
参
加
者
と

の
関
わ
り
か
ら
も
新
し
い
刺
激
、
新
し
い
発

見
を
得
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
何
名
も
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
日
本
中
、

世
界
中
に
活
躍
の
場
を
広
げ
、
こ
の
講
座
を

き
っ
か
け
に
出
版
さ
れ
た
絵
本
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
、
2
0
2
3
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
展
審
査
員
の
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
氏

が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

 

区
民
と
と
も
に
展
開
す
る
「
絵
本
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

夏のアトリエの様子 おはなし会 絵本づくりワークショップ（製本作業体験）

我が区の「おたから」～ 23 区の魅力を再発見～

12
月
に
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
前
川
明
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
板

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
写
真
や
絵
を
飾
る
た

め
の
額
縁
を
作
り
ま
し
た
。

区
内
の
お
店
が
展
覧
会
場
に
！

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
絵
本
さ
ん
ぽ
」

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
の
開
催
期

間
中
に
、
板
橋
区
内
と
そ
の
周
辺
で
「
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
絵
本
さ
ん
ぽ
」
と
い
う
関
連
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
板
橋
区
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
制
作
等
の
広
報
面
で
協
力
し
て
い

ま
す
。
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
書
店
な
ど

が
展
覧
会
場
と
な
り
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
の
入

選
者
を
中
心
に
、
絵
本
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。板

橋
区
で
は
、「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業

を
今
後
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
か
ら
「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
と
い
う
言
葉

を
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
政

策
経
営
部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
担
当
課
が
中
心
と

な
り
、
大
学
や
企
業
、
大
使
館
、
個
人
の
ク

リ
エ
ー
タ
ー
な
ど
、
こ
れ
ま
で
は
直
接
つ
な
が

り
の
な
か
っ
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
も
連
携

を
し
て
、
こ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

親
子
で
造
形
あ
そ
び
を
楽
し
む

「
こ
ど
も
ア
ト
リ
エ
」

区
立
美
術
館
で
は
「
夏
の
ア
ト
リ
エ
」
の

ほ
か
に
、
３
歳
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
で
造
形
あ
そ
び

を
楽
し
む
「
こ
ど
も
ア
ト
リ
エ
」
と
い
う
講

座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
絵
本
作
家
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る
講
師
陣
を
招
い
て

行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
１
日
に
２

回
、
同
じ
内
容
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

こどもアトリエの様子

　昭和 54（1979）年５月、東京 23区初の区立美術館として開館。令和元
（2019）年６月、大規模改修を終えてリニューアルオープンしました。江戸
狩野派をはじめとする近世絵画、大正から昭和初期の前衛美術、板橋区ゆか
りの作家作品を中心に収蔵。江戸文化や池袋モンパルナスを広く紹介する展
覧会を開催し、さらにイタリア・ボローニャ国際絵本原画展をはじめとした
イラスト、デザインに関する展覧会も開催。また、これらに連携した講演会
やワークショップも行っています。

　板橋区立美術館で「ボローニャ国際絵本原画展」を開催して以来、板橋区
とボローニャ市は絵本を通じて交流を深め、平成５（1993）年からは「ボ
ローニャ児童図書展」事務局より海外絵本の寄贈が始まりました。平成 16
（2004）年９月、寄贈された海外絵本を直接手に取れる施設として「いた
ばしボローニャ子ども絵本館」が開館し、その後の令和３（2021）年３月、
板橋区立中央図書館内に「いたばしボローニャ絵本館」として併設移転。世
界約 100カ国・70言語・３万冊の絵本を所蔵しています。

住所：板橋区赤塚５-34-27
TEL：03-3979-3251
開館時間：９時30分～17時（入館は16時30分まで）
休館日：月曜（祝日の場合は翌日）、年末年始。※館
内整備のため臨時休館あり。
観覧料：常設展示室はなく、展覧会ごとに異なる。
館蔵品展などは無料。特別展示観覧料は一般650円、
大学生 450円、高校生 450円、小中学生 200円
https://www.city.itabashi.tokyo.jp/artmuseum/

住所：板橋区常盤台４- ３- １（中央図書館併設）
TEL：03-6281-0560
開館時間：９時～ 20時
休館日：第２月曜（祝休日の場合は翌平日）、月末（３月を除き土・日曜・祝休
日の場合は翌平日）、年末年始（12月 29日～１月４日）、特別整理期間
入館料：無料
https://www.city.itabashi.tokyo.jp/library/bologna/index.html

都営三田線「西高島平駅」下
車徒歩約 14分
東武東上線「下赤塚駅」、東
京メトロ「地下鉄赤塚駅」下
車徒歩約 24分
【東武東上線「成増駅」北口
から】
北口1番バスのりばから
「（赤02）赤羽駅西口」行き「赤
塚八丁目」下車、徒歩約9分
または北口2番バスのりばから
「( 増 17) 区立美術館経由 高
島平操車場」行き「区立美術
館」下車（１時間に１-２本程度）
【都営三田線「高島平駅」から】
西口 2番バスのりばから（1
時間に 1-2 本程度）
「( 増 17) 区立美術館経由 成
増駅北口」行き「区立美術館」
下車

東武東上線「上板橋駅」北口より徒歩７分
国際興業バス「教育科学館」下車徒歩３分

板橋区立美術館の外観

いたばしボローニャ絵本館の館内 XFacebook Facebook XInstagram

板橋区立美術館いたばしボローニャ絵本館

板橋区

取材協力 /板橋区
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京メトロ「地下鉄赤塚駅」下
車徒歩約 24分
【東武東上線「成増駅」北口
から】
北口1番バスのりばから
「（赤02）赤羽駅西口」行き「赤
塚八丁目」下車、徒歩約9分
または北口2番バスのりばから
「( 増 17) 区立美術館経由 高
島平操車場」行き「区立美術
館」下車（１時間に１-２本程度）
【都営三田線「高島平駅」から】
西口 2番バスのりばから（1
時間に 1-2 本程度）
「( 増 17) 区立美術館経由 成
増駅北口」行き「区立美術館」
下車

東武東上線「上板橋駅」北口より徒歩７分
国際興業バス「教育科学館」下車徒歩３分

板橋区立美術館の外観

いたばしボローニャ絵本館の館内 XFacebook Facebook XInstagram

板橋区立美術館いたばしボローニャ絵本館

板橋区

取材協力 /板橋区
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令
和
5
年
度
特
別
区
職
員
採
用
試
験
・
選
考
は
、
11

月
の
Ⅲ
類
採
用
試
験
等
の
合
格
発
表
を
も
っ
て
全
て
終

了
し
ま
し
た
。

若
年
人
口
の
減
少
や
新
規
求
人
倍
率
の
上
昇
等
で
受

験
者
数
が
減
少
す
る
一
方
、
行
政
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
伴

い
特
別
区
の
採
用
予
定
数
は
過
去
に
例
が
な
い
ほ
ど
増

加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
試
験
の
合
格
倍
率
は
低
下
傾
向
に
あ

り
、
特
別
区
職
員
の
採
用
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

特
別
区
職
員
採
用
試
験
・
選
考
の
実
施
状
況

⑴ 
Ⅰ
類
採
用
試
験

�　

採
用
予
定
数
は
1
7
5
1
名
程
度
と
過
去
最
大
と

な
る
一
方
、
受
験
者
数
は
9
1
6
4
名
と
減
少
し
て

お
り
、
合
格
倍
率
は
過
去
最
低
の
2
・
4
倍
と
な
り

ま
し
た
。
技
術
系
職
種
、
福
祉
職
及
び
保
健
師
は

1
倍
台
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

【
5
年
度
の
変
更
点
】

・
技
術
系
職
種
の
教
養
試
験
、
論
文
試
験
を
廃
止

・�

土
木
造
園
（
土
木
）・
建
築
の
試
験
を
秋
に
追
加

実
施

⑵ 

Ⅲ
類
採
用
試
験

�　

採
用
予
定
数
1
5
6
名
程
度
に
対
し
、
受
験
者
数

は
2
0
5
8
名
と
な
り
、
昨
年
度
か
ら
約
5
0
0
名

の
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。
合
格
倍
率
は
4
・
3

倍
と
近
年
で
も
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑶ 

障
害
者
を
対
象
と
す
る
採
用
選
考

�　

年
齢
制
限
を
撤
廃
し
た
こ
と
で
、
受
験
者
数
は
昨

年
度
と
比
べ
て
約
2
0
0
名
増
加
し
、
4
0
6
名
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
合
格
倍
率
は
4
・
3

倍
に
上
昇
し
ま
し
た
。

【
5
年
度
の
変
更
点
】

・
受
験
資
格
に
お
け
る
年
齢
制
限
を
撤
廃

⑷ 

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考

�　

採
用
予
定
数
6
3
5
名
程
度
に
対
し
、
受
験
者
数

は
2
3
8
0
名
、
最
終
合
格
倍
率
は
3
・
3
倍
と
な

り
ま
し
た
。
Ⅰ
類
や
Ⅲ
類
に
比
べ
る
と
受
験
者
数
は

微
減
（
新
設
さ
れ
た
事
務
（
I
C
T
）
を
除
く
人
数
で

比
較
）
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
技
術
系
職
種
や
福

祉
職
の
合
格
倍
率
は
1
倍
台
と
厳
し
い
状
況
で
す
。

【
5
年
度
の
変
更
点
】

・
事
務
（
I
C
T
）
の
新
設

・�

技
術
系
職
種
及
び
福
祉
職
に
お
い
て
、
受
験
資
格

に
お
け
る
継
続
勤
務
条
件
を
緩
和

・
技
術
系
職
種
の
教
養
試
験
を
廃
止

⑸ 

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
採
用
試
験

�　

採
用
予
定
数
41
名
程
度
に
対
し
、
受
験
者
数
は

7
2
0
名
、
合
格
倍
率
は
13
・
3
倍
と
な
り
ま
し

た
。
合
格
倍
率
は
昨
年
度
に
比
べ
て
低
下
し
た
も
の

の
、
他
の
試
験
区
分
に
比
べ
て
依
然
高
倍
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
の
新
た
な
取
組
み

今
後
も
、
人
材
確
保
が
困
難
な
状
況
が
続
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
試
験
制
度
の
見
直
し
や
採
用
P
R

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
受
験
者
数
の
増
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

⑴ 

試
験
制
度

①
受
験
資
格
の
緩
和

・�

Ⅰ
類
／
衛
生
監
視
（
衛
生
）
及
び
衛
生
監
視
（
化

学
）
の
上
限
年
齢
引
上
げ

・�

経
験
者
／
事
務
（
一
般
事
務
及
び
I
C
T
）
職
の

継
続
勤
務
条
件
の
緩
和

・�

経
験
者
／
業
務
従
事
歴
の
算
定
に
お
け
る
週
当
た

り
勤
務
時
間
の
緩
和

②
試
験
内
容
の
見
直
し

・�

経
験
者
／
福
祉
職
に
お
け
る
教
養
試
験
廃
止
、
論

文
試
験
の
一
本
化

・�

経
験
者
／
技
術
系
職
種
に
お
け
る
国
家
資
格
保
有

者
の
職
務
経
験
論
文
免
除

③
試
験
区
分
の
新
設

・
Ⅰ
類
／
事
務
（
I
C
T
職
）
の
新
設

⑵ 

試
験
運
営

・
Ⅰ
類
／
試
験
日
程
の
早
期
化

・
Ⅰ
類
／
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
延
長

・
各
試
験
／
結
果
通
知
、
履
歴
書
の
電
子
化

⑶ 

採
用
P
R

・
L
I
N
E
を
活
用
し
た
情
報
発
信

・�

各
区
と
人
事
委
員
会
の
合
同
に
よ
る
各
説
明
会
へ

の
参
加　

等

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和5年度特別区職員
採用試験・選考を終えて

令和5年度特別区職員採用試験・選考実施状況
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令
和
5
年
は
、
大
正
12
（
1
9
2
3
）
年
に
発
生
し
、
近
代
日
本
の
首
都
圏
に
未

曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
関
東
大
震
災
か
ら
1
0
0
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
「
災
害
対
策
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
展
示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
2
回
全
国
連
携
展
示
で
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
時
に
お
け
る
特
別
区
の

支
援
の
状
況
の
他
、
文
化
と
歴
史
の
繋
が
り
か
ら
新
宿
区
・
文
京
区
と
熊
本
県
・
熊

本
市
の
4
者
で
、「
文
化
と
歴
史
を
縁
と
す
る
包
括
連
携
に
関
す
る
覚
書
」
の
締
結

を
き
っ
か
け
に
、
迅
速
な
支
援
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
熊
本
城
を
は
じ
め
と
す
る
復
興
の
現
状
に
つ
い
て
、
多
く
の
写
真
を
用
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
熊
本
県
営
業
部
長
兼
し
あ
わ
せ
部
長
の
く
ま
モ
ン
の

パ
ネ
ル
や
、
熊
本
県
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新
宿
区
、
文
京
区
へ
の
支
援
の
お
礼
で
あ

る
「
竹
あ
か
り
」
を
移
設
し
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
展
示
は
大
規
模
災
害
発
生
時
の
支
援
や
復
興
に
あ
た
り
、
平
常
時
の
文
化
や
歴

史
の
交
流
か
ら
支
援
に
繋
が
っ
た
例
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
自
治
体
間
の
支
援
や

復
興
に
向
け
た
取
組
み
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

開
催
期
間
：
令
和
6
年
1
月
10
日
（
水
）
か
ら
2
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

平
日
9
時
～
20
時
30
分

　
　
　
　

土
曜
9
時
～
17
時

開
催
場
所
：
東
京
区
政
会
館
1
階

※�

展
示
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。（
公
財
）
特
別
区
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
の
上
、

ご
来
館
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・

特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

令
和
5
年
度
第
2
回
全
国
連
携
展
示
（
被
災
地
へ
の
特
別
区
の
対
応
）

「
全
国
連
携
で
広
が
る
支
援
の
輪

～
文
化
・
歴
史
の
絆
が
繋
ぐ
熊
本
の
災
害
復
興
～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

■�

令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
に
つ
い
て

■�

東
京
都
･
特
別
区
･
東
京
都
医
師
会
連
絡
協
議
会

（
三
者
協
）
及
び
東
京
都
地
域
保
健
事
業
連
絡
協
議

会
（
五
者
協
）
関
連
事
業
に
つ
い
て

■�

後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る
令
和
6
・
7
年
度
保
険

料
率
の
「
最
終
案
」
に
つ
い
て

■�

第
25
回
特
別
区
長
会
公
務
員
制
度
部
会
の
概
要
に
つ

い
て

■�

令
和
6
年
度
各
団
体
予
算
概
要
（
案
）
等
に
つ
い
て

■�

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
「
み
ど
り
東

京
･
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
に
つ
い
て

■�

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■�

区
立
児
童
相
談
所
の
事
務
の
財
調
上
の
位
置
付
け
に

関
す
る
都
区
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て

■�

令
和
5
年
度
第
4
回
都
区
協
議
会
及
び
都
知
事
と
特

別
区
長
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
特
別
区
の
対
応
に
つ

い
て

■�

令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
方
針
（
案
）
等
に
つ
い
て

■�

固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
状
況
に
つ
い
て

■�

全
国
市
議
会
議
長
会
産
業
経
済
委
員
会
結
果
報
告
に

つ
い
て

■
令
和
6
年
度
議
長
会
関
係
役
職
等
に
つ
い
て

■
令
和
6
年
度
議
長
会
等
会
議
日
程
に
つ
い
て

■
令
和
6
年
度
議
長
会
一
般
会
計
収
支
予
算
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
6
年
１
月
区
長
会
・
議
長
会

の
主
な
案
件
等

1.16

特
別
区
長
会
総
会

1.26

特
別
区
長
会
総
会
臨
時
会

1.18

会
長
議
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
3月開講講座のご案内です！！

●�日本経済の衰退　―現状、原因、対策―
� 【講座コード：2341E006】

●�社会的養護と学校教育　虐待を受けた子どもとの関係づくりと教育支援
� 【講座コード：2341F012】

　バブル崩壊を契機に日本経済衰退の現実があらわとな
る。1990年代以降、日本経済は停滞、そして衰退に向
かう。1991年をピークに「国際競争⼒の総合順位」は1位
から34位に滑り落ち、⼀⼈当たりGDPは1996年のピー
ク7位から26位に落ち込む。衰退は現在も進⾏し、打開
の⽅向が⾒えていない。衰退の原因は需要要因、供給要
因に求められるが、今回は供給サイドの問題を中心に衰
退の現状、原因に迫る。原因の分析が中心となる。原因
に向き合うことなくして対策を打ち出しようがないからで
ある。

3回の構成は以下の通りである。
[Ⅰ]　急速に進む少子化
[Ⅱ]　産業競争⼒の低下
[Ⅲ]　日本社会の支配構造

　みなさんは、「社会的養護」という⾔葉をご存じでしょ
うか。
　社会的養護を担う施設のひとつである児童養護施設は、
現在、「小規模化と家庭的養護」が推進され、入所する
⼦どもの⽣活環境は⼤きく改善しています。小規模化は、
地域分散化と同じですので、みなさんのお近くにもグルー
プホームと呼ばれる「小さな施設」ができるかもしれま
せん。ただ、入所児童のおよそ6割は被虐待体験があり、
地域での⽣活、とくに学校教育において困難を抱えてい
ることが少なくありません。これまでは被虐待児の早期
発⾒と、保護されたあとの⼼理的ケアや⽣活⽀援の⽅法
が議論されてきましたが、学校教育についてはこれから
の課題です。
　2021年4⽉から⾼等教育の修学⽀援新制度も開始さ
れましたが、虐待という困難を抱えて⾃⽴していくために
は、経済的⽀援だけでなく、教育的⽀援や配慮も欠かせ

ません。さらに、学校はコミュニティにありますから、教
育関係者だけでなく、地域の関係者や住⺠の方々が⼦ど
もたちをどう支援してくださるかも重要です。虐待を受け
た⼦ども⽀援のネットワークが広がることを期待して、昨
年度からこの講義を設定しました。
本講座は、以下の二部構成です。
• 社会的養護について
• �社会的養護の幼児教育の課題と施設経験者の⾼等教育
進学について

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

講　師：福田 泰雄　一橋大学　名誉教授
日　時：3月2日、9日、16日（土）
　　　　15：30〜17：00（全3回）
受講料：7,500円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

講　師：村松 健司
　　　　放送大学教養学部教授　東京都立大学特任教授
日　時：3月13日（水）
　　　　13：00～14：30（全1回）
受講料：3,000円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）
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オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
と
は

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
と
い
わ
れ
る
清
掃

工
場
の
定
期
点
検
補
修
工
事
は
、
焼
却

炉
を
停
止
し
て
全
て
の
設
備
を
点
検

し
、
必
要
な
箇
所
を
修
理
す
る
工
事
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

清
掃
工
場
に
は
、
焼
却
炉
や
ボ
イ
ラ

設
備
、
発
電
設
備
、
排
ガ
ス
処
理
設
備

な
ど
、
と
て
も
大
き
く
複
雑
な
構
造
の

設
備
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
の
焼
却
は
24

時
間
休
み
な
く
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

日
々
の
点
検
の
中
で
は
設
備
内
部
の
細

か
い
部
分
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
年
に
一
度
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー

ル
の
期
間
を
設
け
、
工
場
の
操
業
を
停

止
し
て
法
令
に
基
づ
く
検
査
を
行
う
と

と
も
に
、
公
害
防
止
性
能
及
び
施
設
の

安
全
性
を
維
持
す
る
た
め
の
点
検
・
補

修
を
行
う
こ
と
で
、
設
備
を
安
全
で
安

定
的
に
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。

焼
却
炉
の
点
検
・
補
修

焼
却
炉
内
部
は
灰
な
ど
が
付
い
て
い

る
た
め
、
初
め
に
清
掃
を
行
っ
て
か

ら
、
点
検
・
補
修
を
行
い
ま
す
。
ス

ト
ー
カ
式
の
焼
却
炉
は
、
床
部
に
火
格

子
と
呼
ば
れ
る
鋼
製
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
階

段
状
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
火
格
子
が
前
後
に
動
く
こ
と
で
、
ご

み
を
か
く
は
ん
及
び
移
動
さ
せ
な
が
ら

燃
焼
さ
せ
て
灰
に
し
ま
す
。
焼
却
炉
は

8
0
0
℃
以
上
の
高
温
で
24
時
間
連
続

燃
焼
し
て
い
る
の
で
、
内
部
の
部
材
は

徐
々
に
劣
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で

内
部
点
検
を
行
い
、
損
傷
が
激
し
い
部

分
を
補
修
し
ま
す
。

ボ
イ
ラ
の
点
検
・
補
修

ボ
イ
ラ
は
、
ご
み
を
焼
却
し
た
と
き

に
生
じ
る
熱
で
蒸
気
を
発
生
さ
せ
る
設

備
で
す
。
水
管
と
呼
ば
れ
る
金
属
製
の

管
の
中
を
水
が
流
れ
な
が
ら
沸
騰
し
蒸

気
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
管
に
接

し
て
い
る
高
温
の
排
ガ
ス
の
影
響
で
、

徐
々
に
水
管
の
厚
さ
が
薄
く
な
る
た

め
、
肉
厚
測
定
や
膜
厚
測
定
を
行
い
ま

す
。
測
定
箇
所
は
焼
却
能
力
3
0
0
ト

ン
／
日
規
模
の
焼
却
炉
で
数
百
か
所
に

も
及
び
ま
す
。
測
定
は
0
・
1
ミ
リ
単

位
の
精
密
さ
で
行
わ
れ
、
問
題
の
あ
る

箇
所
が
見
つ
か
れ
ば
、
取
替
え
や
、
溶

か
し
た
金
属
等
を
塗
料
の
よ
う
に
表
面

に
吹
き
付
け
る
溶
射
と
い
う
方
法
で
水

管
の
表
面
保
護
を
行
い
ま
す
。

清掃工場のオーバーホールに密着！

目黒清掃工場

中央制御室

焼却炉内部の火格子

ボイラ水管ボイラ水管の膜厚測定

清掃工場のお兄さん

皆さんは「オーバーホール」という言葉を聞いたこ
とがありますか？辞書で引いてみると、「一定期間使
用した機械などを分解して検査・修理すること」と説
明されています。主に腕時計やエンジンなどの点検作
業の工程に用いられることが多い言葉ですが、清掃工
場でもオーバーホールといわれる作業を年に一度行っ
ています。今回は、ごみ処理の安定稼動に欠かせな
い、清掃工場のオーバーホールをご紹介します。
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蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
点
検
・
補
修

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
と
は
、
ボ
イ
ラ
で
つ

く
ら
れ
た
蒸
気
を
用
い
て
発
電
機
を
駆

動
さ
せ
る
装
置
で
す
。
蒸
気
の
力
で

タ
ー
ビ
ン
の
羽
根
を
回
転
さ
せ
る
こ
と

で
発
電
機
が
回
り
、
電
力
を
発
生
さ
せ

て
い
ま
す
。

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
は
、
4
年
に
一
度
開

放
し
て
、
内
部
を
点
検
・
補
修
す
る
こ

と
が
法
令
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

タ
ー
ビ
ン
の
点
検
作
業
は
、
ま
ず
車

室
と
呼
ば
れ
る
タ
ー
ビ
ン
の
車
軸
及
び

羽
根
の
上
下
部
に
か
ぶ
せ
る
ケ
ー
ス
を

開
放
し
ま
す
。
そ
の
後
、
タ
ー
ビ
ン
の

車
軸
及
び
羽
根
を
取
り
出
し
、
車
軸
や

羽
根
及
び
車
室
自
体
に
傷
が
な
い
か
を

確
認
し
ま
す
。

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
は
大
き
な
設
備
で
す

が
、
そ
の
内
部
は
精
密
機
械
の
よ
う
に

正
確
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
わ
ず
か
な

傷
や
ひ
ず
み
か
ら
発
生
す
る
振
動
が
大

き
な
事
故
を
招
く
た
め
、
と
て
も
細
か

い
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
設
備
を
全
て
分
解
し
、
目
視
で
は

確
認
で
き
な
い
細
か
い
傷
が
な
い
か
非

破
壊
検
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
検
査

は
、
ボ
ル
ト
1
本
に
至
る
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。

ろ
布
の
交
換

ろ
布
と
は
、
排
ガ
ス
処
理
設
備
を
構
成

す
る
ろ
過
式
集
じ
ん
器
の
部
品
の
一つ
で
、

各
工
場
の
集
じ
ん
器
内
部
に
8
0
0
〜

6
0
0
0
本
ほ
ど
あ
り
、
空
気
清
浄
機

の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
排
ガ
ス
中
の
ば
い
じ
ん
を
主

に
捕
集
し
、
さ
ら
に
薬
剤
（
消
石
灰
・

活
性
炭
）
を
吹
き
込
む
こ
と
で
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
、
水
銀
、
塩
化
水
素
及
び

硫
黄
酸
化
物
を
捕
集
・
除
去
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

焼
却
炉
は
24
時
間
連
続
で
休
み
な
く

運
転
し
て
い
ま
す
の
で
、
ろ
布
は
徐
々

に
目
詰
ま
り
す
る
な
ど
劣
化
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
性
能
を
維
持
す
る
た
め
、

定
期
的
に
交
換
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
定
的
な
操
業
に
向
け
て

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
は
、
実
際
の
作
業

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
準
備
段
階
も
と

て
も
大
切
で
す
。
運
転
中
の
点
検
情
報

や
、
次
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
と
の
間
に

行
う
中
間
点
検
で
、
補
修
が
必
要
な
設

備
や
期
間
を
計
画
し
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
補
修
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
抑

え
、
23
区
の
ご
み
を
安
全
で
安
定
的
に

処
理
し
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
の
安
全
で
安
定
的
な
操
業

は
、
日
々
の
点
検
や
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

と
い
う
地
道
な
作
業
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

清
掃
一
組
は
、
今
後
も
清
掃
工
場
の

安
定
操
業
の
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
、

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
施
設
課
） 交換されたろ布

蒸気タービンの車軸及び羽根

カーネン

清掃一組ホームページ情報

各清掃工場では、清掃工場だよりを発行し、操業状況や環境
調査結果などをお知らせしています。ホームページにも掲載し
ていますのでご覧ください！

清掃一組ホームページ
https://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp
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　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

15 12/26～31 26,271,123,330円 2,370,580人 4,378,520,560円 395,097人 11,080円 115.1% 112.2% 102.6%

2023年の大井競馬を振り返って
【光よ、駆けろ。TWINKLE RACE】
　2023年のTCKイメージキャラクターは新木優子さんと福士蒼汰さんが
務め、コミュニケーションテーマ「光よ、駆けろ。TWINKLE RACE」
のもと、TCKを大いに盛り上げていただきました。また、イメージソン
グに起用した緑黄色社会の「Starry Drama」は、TVCMなど様々な場
面で使用され、ファンの高揚感を高めました。

【TCK所属馬の活躍】
　2023年は、TCK所属馬の活躍が目立ちました。4月には、マンダリン
ヒーロー号が地方所属馬として初めてアメリカの重賞、サンタアニタ
ダービー（G1）に挑戦し、2着と健闘しました。また、ダート競走の体
系整備により2023年が最後となった南関東3歳クラシックでは、ミック
ファイア号が22年ぶり2頭目となる無敗での三冠を達成しました。

【東京大賞典】
　12月29日（金）に、ダート競馬の総決算レース「第69回東京大賞典
（GⅠ）」を実施しました。
　日本全国からダート競馬の強豪馬が集結するこのレースは、ウシュバ
テソーロ号が勝利し、本レースを連覇しました。
　また、1レースあたりの売得金額は82億9054万円余、1日の売得金額は
124億5288万円余を記録し、地方競馬1レースの売上レコード、地方競馬
1日の売上レコードをそれぞれ更新しました。

【23区との連携を強化】
　東京メトロポリタンウィーク（9/17～19、21・22）では、23区にちなんだ冠レースの実施やPR動画の放映などを通じ
て、各区の魅力を全国に発信しました。
　また、各区ホームページや広報紙、庁舎デジタルサイネージ等にTCKのバナー広告や動画広告を出稿する取り組みを
通じて、TCKのPRと区財政への貢献を図りました。

【開催状況】
　2023年4月から12月までの開催成績は、1日平均の売得金額は前年同期比106.4％、場外発売所やインターネット投票利
用者を含めた1日平均の利用者数は前年同期比104.6％という結果でした。社会の変化を捉えながら、リアル／オンライ
ンどちらでも楽しめる平日夜のエンターテインメントとして各種広報施策を展開し、今年も売得金・利用者ともに前年
末実績を上回ることができました。
　なお、第15回開催（12/26～31）では、地方競馬1開催の売上レコードとなる262億7112万3330円を記録し、2023年の
締めくくりにふさわしい開催となりました。

（競馬事務局 広報課）
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2月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9

浦和競馬開催

船橋競馬開催

雲取賞（JpnⅢ）
●2月14日（水）
●1,800ｍ
TCKを舞台に行われる「3歳ダート三冠競走」がいよ
いよ2024年からスタート。第1戦「羽田盃」の前哨戦
（トライアルレース）に位置付けられる本レースは、本
番と同舞台・同距離で行われるダートグレード競走とし

て、冬を超えた各馬の力量比較やJRA所属馬のコース適正を測る意味でも重要な一戦と
なります。
＜上位2頭（地方所属馬に限る）に羽田盃の優先出走権を付与＞

川崎競馬開催

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

大井競馬開催

雲取賞 フジノウェーブ記念

大井競馬開催

フジノウェーブ記念（SⅢ）
●2月28日（水）
●1,400m
前身の東京スプリング盃をレース創設から4連覇した
TCKのレジェンドホース「フジノウェーブ」の功績をた
たえ、2014年にレース名を改称し実施しています。
4月の交流競走・東京スプリントに向け、短距離路線を

歩む有力馬たちが数多く出走します。
＜優勝馬に東京スプリントの優先出走権を付与＞

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

3月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

京浜盃

大井競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

浦和競馬開催

大井競馬開催

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

京浜盃（JpnⅡ）
●3月20日（水・祝）
●1,700m
いよいよ翌月に迫った「3歳ダート三冠競走」の第1戦「羽田盃」の前哨戦（トライアル
レース）として行われるダートグレード競走です。数多くのクラシックホースを輩出し
ている伝統のレースで、重賞戦線を順調に歩んできた実績馬や全国各地の実力馬が
集結する、本番に向けて見逃せない一戦です。
＜上位2頭（地方所属馬に限る）に羽田盃の優先出走権を付与＞


